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施設栽培イチゴのうどんこ病に関する研究

第 2報 防除方法 についての二 ,三の検討
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宮城県における主要作型の株冷蔵半促成栽培では,収穫

期後半の 5月 中下旬以降に本病が果実に多発生して大きな

問題となっている。その概況と発生推移については第 1報

で報告した。多発生の原因の一つとして,農薬の不適正使

用と実用的防除効果の不足があると考えられる。本病を的

確に防除し,生産の安定をはかるため,農薬の使用法の面
から,既登録農薬の効果の再検討と2種混用による防除 ,

さらにマシン油乳剤 (97)の実用性について検討したので ,

その結果について報告する。

2試 験 方 法

1 既登録農薬の効果の再検討と2種混用による防除
1981年に亘理町逢隅の本病多発生農象圃場において,株

冷蔵半促成栽培のダナーを供試し, 1区 7プの 3区制で試

験を実施した。供試剤はDB EDCttt剤 (商品名サンヨール

乳剤 )500倍 ,キノキサリン系水和剤 (モレスタン水和剤 )

2000倍 ,ポ リオキシン水和剤 (ポ リオキシンAL水和剤)1000

倍 ,水和硫黄剤 (コ ーサン)41111tt DBEDC乳 剤1000倍 とキ

ノキサリン系水和剤 4000倍 またはポリオキシン水和剤 2000

倍の混用とした。 供試剤は,5月 6日 ,13日 ,20日 ,27日 ,

6月 3日 の 5回 ,動力噴霧機を用いて 108当 たり200`を散

布した。調査は,防除期間中の 5月 20日 ,6月 3日 ,6月

10日 と,防除終了後 3週間の残効について6月 10日 ,17日 ,

25日 に行った。防除効果の判定は,果実については各区の

全収穫果を調査対象にした発病果率で,また,葉について

は各区 15株の上位展開葉 3複葉 (,小葉 )を 調査対象にし

た罹病葉率で行った。(調査方法は,以下同じ )

2 マシン油乳剤(97)の 実用性
1979年 ,1980年の 2か年にわたってマシン油早L剤 (97)

(商品名スプレーオイル)に よる防除について基礎試験と

現地実用化試験を実施 した。1979年 には,場内の株冷蔵半

促成栽培のダナーを供試し,1区 35/の 3区制で試験を行

った。供試剤は,5月 11日 ,18日 ,25日 ,31日 ,6月 8日

の 5回 ,肩掛噴霧機を用いて108当たり200ι を散布した。

防除効果の判定は, 果実は5月 12日 から6月 15日 までの

全収穫果について,葉は 5月 31日 に,前試験と同■方法で

行った。また,ハダニの同時防除効果は常法によって調査

した。薬害,奇形果の発生 ,果実汚染 ,残臭などについて

は随時調査した。

現地実用化試験は,1980年 に亘理町吉日の多発生してい

る農家回場の株冷蔵半促成栽培のダナーを供試し,マ シン

油乳剤区,ポリオキシン水和剤区は1区 16″ ,キ ノキサリ

ン系水和剤区,無散布区は7″の3区制で試験を実施した。

供試剤は 5月 12日 ,20日,27日 ,6月 3日 の 4回 ,動力噴

霧機を用いて108当 たり200ιを散布した。 防除効果の判
定は,果実は 5月 27日,6月 3日 ,11日 に収穫された全果

について,葉は 6月 11日 に,前試験と同■方法で行った。

薬害は随時調査した。

3 試験結果及び考察

1 既登録農薬の効果の再検討と2種混用による防除
本試験圃場の試験開始時の発病程度は,罹病果率 14%,

罹病葉率 37%,そ の後多発生した。試験結果は図 1に示し

た。防除期間中の効果は,6月 10日時点まででみると,単

用散布では,果実に対してDBEDCttL剤 500倍が最も高く,

次いでキノキサリン系水和剤 2000倍 ,水和硫黄剤 400倍で,

ポリオキシン水和剤1000倍は低かった。葉に対しては,水

和硫黄斉Iが最も効果が高く,次いでDBE DCttL剤 で,キ ノ

キサリン系水和剤,ポ リオキシン水和剤はやや低かった。

一方 ,キ ノキサリン系水和剤 4000倍 またはポリオキシ水

和剤 2000倍 にDBEDO乳剤 1000倍 を混用した場合,果実 ,

葉に対して前者の混用の効果が高かった。両者はDBEDC

手し剤 500倍単用には劣るものの,キ ノキサリン系水和剤 ,

ポリオ■シン水和剤の単用よりは防除効果の向上がみられ

た。散布終了後の残効は,果実,葉に対して水和硫黄剤が

比較的長かったが,DBEDC乳剤,キノキサリン系水和剤,
ポリオキシン水和剤のいずれも, 2週間以降に発病の増加

がみられた。2種混用ではキノキサリン系水和剤にDBEDC

乳剤を混用した場合に比較的残効が長かった。

なお,防除体系については今後の検討を必要とするが ,

各農薬の登録条件と防除効果からは,収穫開始 14日前まで

の防除剤として水和硫黄剤,DBEDO乳剤の単用かキノキ
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図 1 各種農薬の防除効果
DBEDO乳剤 500倍
キノキサリン系水和剤2000倍
ポリオキシン水和剤 1000倍
水和硫黄剤 400倍
キノキサリン系水和剤 4000倍 ,
DBEDC乳剤 1000倍混用
ポリオキシン水和剤2000倍 ,

DBEDC乳 剤 101Xl倍混用
無散布

マシン油乳剤 (97)による防除―(1)

供試薬剤と濃度 (倍 )

マ シ ン 100

200

サリン系水和剤との混用などで初期防除を徹底し,収穫開

始後は十分な効果ではないが,キノキサリン系水和剤とポ

リオキシン水和剤の交互散布わ漢 用的と考えられる。

2 マシン油乳剤 (97)の実用性
1979年の基礎試験の結果は表 1に示した。果実及び葉に

病徴が散見される程度から防除を開始した結果,果実に対

する防除効果は,対照のポリオキシン水和剤 1000倍 に比較

して,マシン油乳剤(97)の 1∞倍 ,200倍は共に同等以上

の効果が得られた。葉に対しては,無散布区で89%発病
した中で対照のポリオキシン水和剤と同様に発病が認めら

れなかったことか ら,両濃度共に効果があると判断した。
ハダニに対する同時防除は100倍で効果が認められた。薬

害は,散布後に葉が油浸状になったが,その後はそのまま

の状態を保った。薬害の影響を,本剤散布後から生育した

果実について収穫時の果重で検討した結果,無散布区に比

較してやや軽劇頃向があり,また,奇形果もやや多いよう

であったが共に問題とならない程度であった。果実汚染 ,

残臭などは特になかった。

1980年に実施した現地農家での実用化試験の結果は表

2に示した。試験開始時には罹病果率 36%,罹病葉率 17%

の多発生であった。マシン油乳剤(97)100倍 の散布区は,

農家慣行防除法のポリオキシン水和剤 ,キ ノキサリン系水

和剤の散布区に比較して優れた防除効果が確認された。葉

に対する油浸状の薬害 も実用上問題ない程度と判断した。

以上の 2試験から,本剤はハダニの同時防除を目標とす

る時は 100倍 ,う どんこ病のみを対象 とする場合は200倍 と

して, 5月 上旬以降の本病激発期に若手の葉害を前虔にし

ての使用は実用性があると考える。

ポリオキシス 和剤 1000

試験開始時
*同 ―英字を付した平均値にはDuncan'3 multiplo rangete8tに よる有意差がないことを示す。

表 2 マシン油乳剤 (97)に よる防除―12)

供試薬剤 と濃度

(1等)

うどんこ病
率

の 防 除 薬害の有無

肺馨∽
鱗蝉①

葉
1果重
(′)

マ シ ン油 乳 剤 100

ポリオキシン水和剤 1000

キノ村 リレ係水和剤2000

無  散  布  ―

134

78 3ol

551 b

7928

57

4353b

279 b

53 88

+(油浸状 81

85
92
76

① 試験開始時の発病程度 :罹病果率36%
罹病葉率 17%

② 中同一英字を付した平均値間にはDulc8n'3 mul―
ti Ple rangete8tによる有意差(5'湾いことを雨 。

4 ま

1 主な既登録農業でのイテゴうどんこ病の防除効果の
再検討を行った結果,防除効果はDBEDO乳剤 5∞倍,水和
硫黄剤 400倍が高く,次 いでキノキサリン系水和剤2000倍で,

ポ リオキシン水和剤 llX O倍 はやや低かった。

2 キノキサリン系水和剤またはポリオキシン水和剤に
DBEDc乳 剤を各々倍量希釈で 2種混用した場合,常用濃
度の単用の前二者より防除効果の増進があった。

3 マシン油乳剤 (97)の 100倍 は,本 病とハダニ類の同
時防除に優れた効果が認められた。葉に油浸状の薬害を生

ずるが実害は少なく,収穫期後半の多発期の散布剤として

実用性が高いと考えられる。
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